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4. 基本条件設定 

4-1. フレーム修正 
(1). 人口・汚水処理形態別人口 

 
過去あるいは将来における人口をそれに付随する汚水処理形態別人口の変更を行います。 

 

１）霞ヶ浦水循環GISシステムツールバーから「基本条件設定」→「フレーム修正」→「人口・汚水処理形態

別人口」をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２）「施策実行範囲の選定」メニューが表示されます。ここで施策を行う範囲を「流域」・「市町村」・「任意メッ

シュ」で指定します。 
 

 ・流域指定 ・市町村指定 ・任意メッシュ指定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※「施策実行範囲の選定」メニューの操作方法は、７．施策実行範囲の選定を参照してください。 
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３）「施策実行範囲の選定」メニューの「OK」ボタンをクリックすることで、「フレーム修正－人口・汚水処理
形態別人口」メニューが表示され、現況の施策実行範囲の人口・汚水処理形態別人口が表示されます。

「汚水処理形態別比率を設定する方法」はデフォルトで「現況の人口分布をベースラインとして設定」が

選択されています。 
※設定された施策範囲の人口が０人の場合は、「指定範囲で一律に設定」のみ操作可能をなります。 

 
・現況の人口分布をベースラインとして設定メニュー 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・指定範囲で一律に設定メニュー 
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４）「現況の人口分布をベースラインとして設定」メニューで、指定地域内の総人口および、汚水処理形態

別の転換割合を指定し、「ＯＫ」ボタンをクリックすることにより、霞ヶ浦 500m メッシュ GIS データの人口・

汚水処理形態別人口フィールドが更新されます。更新後メニューが終了します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「指定地域内の総人口」の変更後人口を入力し「Enter」キー押下で、変更後の汚水処理形態別人口が

自動的に更新されます。 

※「処理形態の転換割合」を入力し「Enter」キー押下で、変更後の汚水処理形態別人口が自動的に更新

されます。 

※「処理形態の転換割合」は少数第１位まで入力が可能です。また、処理形態の転換元の縦合計が１０

０％を超えて指定できません。 

 

 

５）「指定範囲で一律に設定」メニューで指定地域内の総人口および、汚水処理形態別の転換割合を指

定し、「ＯＫ」ボタンをクリックすることにより、霞ヶ浦500m メッシュGISデータの人口・汚水処理形態別人

口フィールドが更新されます。更新後メニューが終了します。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「指定地域内の総人口」の変更後人口を入力し「Enter」キー押下で、変更後の汚水処理形態別人口が

自動的に更新されます。 

※「処理形態の転換割合」を入力し「Enter」キー押下で、変更後の汚水処理形態別人口が自動的に更新

されます。 

※「変更後の割合」は少数第１位まで入力が可能です。また、割合の合計が１００％を超えて指定できませ

ん。 
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(2). 土地利用 
 
市街地を森林や田畑にすることで水循環の健全化を図り、または、過去や将来の土地利用の変化（ニュ

ータウン建設など）を再現します。 

 

１）霞ヶ浦水循環 GIS システムツールバーから「基本条件設定」→「フレーム修正」→「土地利用」をクリック

します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２）「施策実行範囲の選定」メニューが表示されます。ここで施策を行う範囲を「流域」・「市町村」・「任意メッ

シュ」で指定します。デフォルトで「流域指定」メニューが表示されます。 
 

 ・流域指定 ・市町村指定 ・任意メッシュ指定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※「施策実行範囲の選定」メニューの操作方法は、７．施策実行範囲の選定の選定を参照してください。 
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３）「施策実行範囲の選定」メニューの「OK」ボタンをクリックすることで、「フレーム修正－土地利用」メニュ
ーが表示され、現況の土地利用比率が表示されます。「土地利用比率を設定する方法」はデフォルトで

「現況の土地利用分布をベースラインとして設定」が選択されています。 
 
・現況の土地利用分布をベースラインとして設定メニュー 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・指定範囲で一律に設定メニュー 
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４）「現況の土地利用をベースラインとして設定」メニューで、土地利用の転換割合を指定し、「ＯＫ」ボタン

をクリックすることにより、霞ヶ浦 500m メッシュGISデータの土地利用フィールド（田・畑・森林．．．）の面

積が更新されます。更新後メニューが終了します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「土地利用の転換割合」を入力し「Enter」キー押下で、変更後の土地利用割合が自動的に更新されま

す。 

※「土地利用の転換割合」は少数第１位まで入力が可能です。また、土地利用の転換元の合計が１００％

を超えて指定できません。 

 

 

５）「指定範囲で一律に設定」メニューで土地利用変更後の割合を指定し、「ＯＫ」ボタンをクリックすること

により、霞ヶ浦 500m メッシュ GIS データの土地利用フィールド（田・畑・森林．．．）の面積が更新されま

す。更新後メニューが終了します。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

※「変更後の割合」を入力し「Enter」キー押下で、変更後の土地利用割合が自動的に更新されます。 

※「変更後の割合」は少数第１位まで入力が可能です。また、割合の合計が１００％を超えて指定できませ

ん。 
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(3). 家畜頭数 
 
将来の家畜頭数増加あるいは減少を再現します。 

 

１）霞ヶ浦水循環 GIS システムツールバーから「基本条件設定」→「フレーム修正」→「家畜頭数」をクリック

します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２）「施策実行範囲の選定」メニューが表示されます。ここで施策を行う範囲を「流域」・「市町村」・「任意メッ

シュ」で指定します。デフォルトで「流域指定」メニューが表示されます。 
 

 ・流域指定 ・市町村指定 ・任意メッシュ指定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※「施策実行範囲の選定」メニューの操作方法は、７．施策実行範囲の選定の選定を参照してください。 
 
 
３）「施策実行範囲の選定」メニューの「OK」ボタンをクリックすることで、「フレーム修正－家畜頭数」メニュ
ーが表示され、現況の家畜頭数が表示されます。 
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４）豚・肉牛・乳牛頭数を指定し、「ＯＫ」ボタンをクリックすることにより、霞ヶ浦 500mメッシュの豚・肉牛・乳
牛頭数フィールドを更新します。更新後メニューが終了します。 
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(4). 事業所・工場 
 
将来の事業所・工場の増加あるいは減少を再現します。 

 

１）霞ヶ浦水循環 GIS システムツールバーから「基本条件設定」→「フレーム修正」→「事業所・工場」をクリ

ックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２）「施策実行範囲の選定」メニューが表示されます。ここで施策を行う範囲を「流域」・「市町村」・「任意メッ

シュ」で指定します。デフォルトで「流域指定」メニューが表示されます。 
 

 ・流域指定 ・市町村指定 ・任意メッシュ指定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※「施策実行範囲の選定」メニューの操作方法は、７．施策実行範囲の選定の選定を参照してください。 
 
 
３）「施策実行範囲の選定」メニューの「OK」ボタンをクリックすることで、「フレーム修正－事業所・工場」メ
ニューが表示されます。 
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４）事業所系汚水量・排水水質を現況の何倍になるか指定し、「ＯＫ」ボタンをクリックすることにより、霞ヶ

浦 500mメッシュの事業所系排水量比率フィールドおよび、事業所系排水質比率フィールドを更新しま
す。更新後メニューが終了します。 
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4-2. 原単位設定 
 
各汚水処理形態別、霞ヶ浦に排出する下水処理場および、流域に排出するし尿処理場の原単位を設定

します。 

 

１）霞ヶ浦水循環GIS システムツールバーから「基本条件設定」→「原単位設定」をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２）「原単位設定」メニューが表示されます。現況の原単位が表示されます。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３）排出負荷原単位・発生水量原単位を設定し、「OK」ボタンをクリックすることにより、原単位テーブルお
よび、下水処理場テーブルを更新します。更新後メニューが終了します。 
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4-3. 計算定数設定（流域モデル） 
 
流域モデルの計算定数を設定します。 

 

１）霞ヶ浦水循環 GIS システムツールバーから「基本条件設定」→「計算定数設定（流域モデル）」をクリッ

クします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２）「霞ヶ浦入力ファイル.xls」の「基本設定」シートを表示します。 
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4-4. 計算定数設定（湖沼モデル） 
 
湖沼モデルの計算定数を設定します。 

 

１）霞ヶ浦水循環 GIS システムツールバーから「基本条件設定」→「計算定数設定（湖沼モデル）」をクリッ

クします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２）「霞ヶ浦湖沼モデル.xls」の「const」シートを表示します。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 




